このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありびとラございます。 

♦ご使用になる前に、おずこの「取扱 
説明書 J をお読みいただき、正しく 
使用してください。 

この「取扱説明書」は、保話書と共 
に大切に保管しておいてくださし、。 


♦取扱説明書を紛失された場をは、お 
買上げの販売店にご相談ください。 



♦ 巧全のために必ずお守りください . 1〜3 

♦使用ずる場所 . 4 

♦ 各部のなまえ . 4 

♦ 使用前の準備 

製品の取り出しと部品の装着 . 日 

燃料 . 日〜日 

給油のしかた . 7 

点火前の準備と確認 . 7 

• 使いかた 

点义のしかた . 8 

がの調節のしかた . 9 

消火のしかた .. 10 

対震自動消乂装置 . 10 

参点横.手入れのしかた . 11〜12 

♦ 故障-異常の見分けかたと処置方法……12 

♦ 部品交換のしかた . 13 

♦ 保管(長期間使用しない場合） . 13〜14 

♦廃棄ずるとき . 14 

•仕様 . . . 14 

• アフターサービス . 裏表紙 
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取扱説明書 


使いかた お手入れ•保管 





























消义 




ま全のために/ぶ、ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と巧厘への損害を未然に巧ざ、製品をを全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを 
説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたときに生じる盾害や損害の程度を巧の表示で区分し、説明していまず。 


A 危険 （ DANGER ) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、または义 
災の危険び差し迫つて生じることび想定される内容を示しています。 


A 警告 ( WARNING ) 
A ま意 （ CAUTION ) 


この表示を無視して、誤つた取巧いをすると、人び死亡、重傷を負う可能せ、または 
乂がの可能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び瞩害を負う可能性や物的損害の発 
生び想定されるの容を示してし、ます。 


A を険 （ DANGER) 


お守りいただく内容を' 次の絵表示で区分しています。•説明文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただく 

ための内容び記載されています。 


ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮諾性の高い油は、絶対 
に使用しないでくだごい。 

か室の混入でを、火災の原因になります。 


&S)® 

ガ川ン禁止 


A 警告 （ WARNING) 


I ★力一• テン、可 燃物近接厳禁 I 

力ーテンや燃えやすいもののそばな 
どでは使用しないで < ださい。 1 

こんろの周囲に可燃物を置かないで K 
<ださい。 

こんろの熱気で着火して、乂がの原 
因にな D ます。 


[★換気必要] 

換気せずに使巧しつづけないで < ださい。 

酸素び不足すると、不完全臓巧し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあ D ます。 
使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など）換気び充分におこなえない場巧では、使用しないでくださし、。 


寝を^消乂 J 4 

疆るときやが出ずるときは、必ず 
义び消えていることを確認して< 

たさい0 るご!^ 

そ想しない事故び発生するおそれびあ0まず。 


女給油時消火胃 


給油は、おず消乂し、こんろの溫度 
び充分に下げってからおこなってく 
ださし、。 

燃焼中は絶対に給油しないでくださ 
し、。火がの原因になりまず。 


を燃;>性ガ;用厳聲] 

こんろを使用している部屋云巧燃 
性ガスび発生するをの（ガソ I 」ン、 
ベンジン、シンナー）、スフレーを使 
用しないでくださし、。 

火災や故障の原因にな D ます。 


0 

使用禁止 


★空だき 厳禁 I 

なべ、やかんやフライ A ‘ ンなどは、 
空ださしないで < ださし)。 

空だきすると内部に熱がこもって、 
火がや故障の原因にな0まず。 


★スプレー定 厳禁 

スプレー出やカセツトこんろ用ガス 
ボンベなどを、こんろの上や周囲に 
巧置しないでください。 

熱でをの圧力び上がり、爆発して危 
険です。 


I ★調理中はこんろか日離れない 

煮物等調理したまま、こんろから離れ 
ないでください。食材びこげたり燃え 
た0して乂がの原因にな0まず。 I < 

電話や来客などでこんろから離れる場 IU 
合は、いつたん乂を消してください。なじ 


AAA この絵表示は、「注意」し 

/へ/夕\ /1\ ていただく內容です。 

この絵表示は、おずして 
いただく「指示」内容です。 










巧 麗自動消乂装 置 の作動確 認 

使用開始時と、使巧中は1箇月1回];(上、対麗自動 
消乂装置を作動させて確実に消火ずることを禮か 
めて < ださし、。 

確実に;肖义しないとをは使用しないで、すぐに修 
理してください。 


〇 


〇 


ほ^りの除去 I 

置台、製品内部のほこりをときどき除去してくだ 
さい。 

油タンクの下から燃焼用空気を吸いこみまずので、 
紙、ビニールなどを入れないように注意してくだ 
さい。 

ごみ、ほこ0などがつまると、異常燃焼や火災の 
原因にな0ます。 


甘正部晶を梗商 

しんなどの部品は、おずトヨスト-ブ純正部品 WW 
(指定部品）を使用してください。 ドー 

純正部品を使用しないと、こんろの性能を損なラ 
ばかりでなく、故障が予想しない事故び発生ずる 
おそれびあ0ます。 


★高電圧注意 

点火装置は、点火時に高輩任び発生 
します。点火プラグに不用意にさわ 
らないでくだごい。 

感電のおそれびありまず。 

掃除、点檢’手入れ時は、おず乾蜜 
池を取 D はずしてからおこなってく 
ださい。 


A 

感電ま意 


[★高温部接肖 

燃焼中や消乂直後は、高温部、こん 
ろの上面に手などを曲れないよラま 
意してください。 

やかん、なべ、フライバンなどの取 
つ手び加熱されていることびありま 
すので、やけどにま意してくだごし、。 


接卽禁止 


蛾 


[★移動.運搬するとき毎注意 J 

こんろを移動する塌合は、必ず消乂し、こんろの温度が充分に下がってから、傾けないよラに静かに移動してください 。 wV 
修理■引越しなどで、こんろを運搬される場合は、電池ケースから乾垂池をおりはずし、油タンクの灯油を必ず抜い J 旨示 
て<ださい。運撒の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあ0ます。 


I ★大をべ禁止 I 

大をななべ、鉄販、（指定料がの補助 
具）をのせないでくださし、。 

内部に熱びこわったり、おび横にの 
びたりして異常燃焼のおそむびあ0 
まず。 

不安定なやかん、なべ、フライバン 
などは使用しないでください。輯倒 
するおそれびありまず。 

I ★高温部たを意 I 

燃焼中や消火直後は、燃焼筒の 
上部か6高温の熱気げでていま 
す。手や顔などを近づけないで { 
<ださい。 ^ 

やけどのおそれびありまず。 I 


0 

禁止 


舍温 •, 


A 

巧溫ま急 


★煮こぼ れま意~| 

煮炊ををおこなラ場合は、煮こぼれ 
ごはないよラ火力の調節をおこなっ 
て < ださい。 

煮こぼれ汁び、しんや点火部、感麗 
部にかか0ますと、着火不良を起こ 
したり、しんび下がらなくなったり、 
異常燃焼やが障の原因になります。 


A 


吃琴 1 寺使職お 

におい、すすの発生、おの色など異 
常燃焼を起こしたときは、使用しな 
いでください。 

緊急の場含でもあわてずに、しんを 
下げて消乂してください。 


0 

•使用禁止 


拴燃夕旁唯壁止1 

火のついたまま持ち運ばなレで<だ 
さい。 

がけどのおそれびあります。また、 
閱倒ずると火災になるおそれびおり 
ます。 


み 変質な油 禁止 I 

変質な油（持ち越した灯油など)、不純な巧（好油^ V 
切列の油-水.ごみび混入した口油など）を使巧禁止 
しないで < ださい。 

異常燃焼や故障（しんぴ下びらない、点火でをな 
い、义び消えない）の原因にな0ます。 


★居室 内 給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってく 
ださい。 

火がのおそれびあ0ます。 

こぼれた灯油は、よく巧き取ってください。 


0 


A ミま意 (CAUTION) 


2 





良全のために必ずお守りください 


A 注意 (CAUTION) 


分解禁止 


〇 


[> 廃棄ずるとを] 


こんろを廃棄処分するときは、怒ず油タンク内の 
灯油を抜を取り、電池ケースから乾電池を取りは 
ずしてください。 （13 ページ参照） 

巧油や乾電池び入ったまま廃棄すると I 」サイクルの際、 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 


み分解 修理-改造の禁止 

故障、破損したら使用しないで<ださい。 

こんろは、絶対に改造して使用しないで<ださい。 
不完全な修理や改造は危険です。 


★保管 時にして い ただくこと 

•長期間使巧しないとを汉は保管するとさは、お 
ず灯油を抜いて、麗池ケースから乾聖池を取り 
はずしてください。傾けたり、横倒しの状態で 
は保管しないでください。 

火災のおそれびあります。 

■しんの手入れ（から焼きク U - ニング）は、風が 
あたる場所ではおこなわないでください。火災の 
おそれびあ0ます。 


乂ぶやそ想のできな^谭故側障の原剧こなります。 

( C 水平で ない 場所 、不安 定な塌巧 ) ( 風のあたる場 扉 

•傾斜した塌巧や振動の激しいところでは、使用しないでく •風のあたる場所や屋外’ 

ださし、。 し、。炎び出て危険です。 

対廣自動消火装置び誤作動することがあります。 ■掃陈機の排気びあたらな 

♦ しつかりしたじようぶな床面で使巧してくだごし、 •部屋の出入□など人の适 

■移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで < ださい。ずく場所で使用すると、 
転落したり、乂災になるおそれびあります。 れびあります。 


★お 子様やお年寄りの ご 使用にま景 1 A 

お子様やお年寄り、化の不自由な方びお使いにな/ *\ 
る塌合は、こんろの取扱い、部屋の換気、高溫部注意 
への接触によるやけどなどについて、周囲の人び 
充巧にま意してください。 


〇 


0 


、 風のあたる場 所、部屋の出 入口（屋外 ) ) v-y 
■風のあたる場所や屋外では使用しないでくださ使用禁止 
し、。炎び出て危険です。 

■掃陈機の排気びあたらないよラにミ主意してくだごい。 
■部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったり、つま 
ずく場所で使用すると、転倒して事故や义がび起さるおそ 
れびあ0ます。 


周囲を囲われた蠕巧 ) ■ 

熱び内部にこもったりして、異常燃焼や故障の原因 
になりまず。 

ほこりや湿気のをい場所 ） 

粉媛や繊維を取扱ラ場所やミ畐室-養鶏場など、塵や 
ほこ0の多い塌巧では使巧しないで < ださい。 

燃焼用空気（酸素）を取入れる箇所び目ゴまりげ態 
になり、異常燃焼を超こすおそれびあ0まず。 

適室 • 飼音室など人 のいない場所 ) 

使用緩境の変化で、予測しない事巧び発生するおそ 
れびあります。 


C 不安定な 物をのせた棚な どの下 ） 

落下物によ0火災び超さるおそれびありまず。 

(' 直射曰光のあたる: i 巧、温度南富打 磊雨') 

異常燃焼を起こすおそれびあ0まず。 

0可燃裡ガスの発生する場所、妄をはたま る場所） 

爆発や火ぶの原因になります。 

C a •美容院、クリーニング 店な どスブ [7 ~^花晕養 品を使う 接 
化を薬品げこんろの熱で変化し、器具の故階や、腐食性ガ 
スの発生によ0金属■錯.ガラスなどを傷める原因となり 
ます。 


★可燃物（木壁、含板、ふずまなど）との距離を離す j 

•こんろから可燃物の距離はち図の指定 1 U 上の距離を保つよラにに亡くださし、。 
■ こんろの上方の棚などとの距離は必ず1.己 miU 上あけて < ださい。 

•上ちの棚などからの落下物びないよラにして<ださい。 

♦カーテンなどびこんろにふれないよラにして<だごい。 

■家具等からはち図の指定料上の距離をとってください。（熱で変形や変色、 
自然発火することびあります。） 


1 .5mW± 


SOcmULt 


50cmW 上一 


〇 


、5Dcmiy 上 


R,, 議 


50cnU ソ上 



お願い （ NOTICE) 


3 


★口油の鹿棄 

丹油の廃棄処分は、丹油をお買いホめになった販売店にご相談くださし、。 















置台 


iwro 刪 111 Dwmni 


外観図 


反射板 


上面ネ反 


給油□ふた 


燃焼筒 


燃焼筒つまみ 


加熱天板 


巧震自動消义装置 
の振り子（感震部） 


点火プラヴ 


しん調節器 


油置計 \しん調節つまみ 


構造図 


反射板 


上面板 




しん調節つまみ 


トヨ耐熱しん 
第2日種^ 


1 


しんホルター 


しん調節器 
パ ツ キン 


油タンク 


ガイドピン 


しん案内筒 
電池ケース 


油量計/ \給油□ふた 

-お願い- 

耐熱しんに、巧油の燃えかす(タール）びを量に付着しますと、しんび下びらな < なったり点乂しにくくなった 
りします。13ぺージ丘 呆管 1 2しんの手入れをする を参照して、しんのから焼きクリーニングをしてくだごい。 


各部のなまえ 


I 女効果 的に使用ずるために —_^ 

■このこんろは、なるべく部屋の中巧に置いてくだごい。対流効果によってお部屋の温度のムラがかなくなり、効果的な暖房び 
できます。ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたるところ、可燃物のそばには置かないでください。 

•部屋の空気を ヴーキ ユレータなどで対流させまずと、室内空気の温度ムラびより少なくなり、さらに効果的に暖房でをます。 
(このときこんろには直接風をあてないでください。） 

•幼いお子様のいるご家庭では、とくに湯ねかしなどでやけどをしないようにま意してください。 


使用する場所 













0良いな管 


X 悪い保管 


使用前の準備 


製品の取り出しと部品の装着 


燃焼筒を取り出して < ださし、。 


A しん調節器の上部を持って油タンク 
4全体を左に（〇 ) 回してから、持ち 
上げて取0出して < ださい。 


•油タンクを持ち上げるとをは、手を滑らせたり、体の内側など 
でけびをしないように、ゆっくりと慎重におこなってくだごい。 


包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになった 
ラえで包装箱か5、包装がを取り除さ、製品に傷をつけ 
ないよラに取り出して < ださい。 

, -お願い-^ 

包装巧は可燃物でずか5、おず 
取り除いてください。 


ク 製品の上面の包装がを取り 
ム 除き、反射板と上面板をお ^ 
0はずしてください。 .C 


® 燃料は《了油 ( JIS 1 号灯油）を必ず使用してください。 

® 変質灯油、不純灯油は、絶巧に使用しないでください。 


♦誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとき 
はあわてずに、对展自動消火装置の振0子を押し倒して消 
义してください。 

■望質な油（持ち越した灯ミ由など）、不純なミ由（好油な巧の 
油■水-ごみび混入した巧油など）は、絶対に性巧しない 
でください。異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで<ださい。 
異常燃焼を起こすおそれびありまず。 


-お願し、- 

変質な油や不純な油が原因でアフターヴービスを依 
頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となりま 
す。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない所でおこなって < ださい。） 

〇巧油 

X ガソリン 

J 狮 




濡れたままです。 

、 

ずぐに乾いてしまいます。 

/ 


A 危険 


[★而与ン贵届禁お 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧しないでくだ 
さい。少量の混入でち、义災の原因になります。 


® 灯油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、雨か、ごみ、高温および直射日光を避けた 
場所に保管してください。 

• 灯油容器は専用のされいな容器を使用して < ださい。また灯油 
容器は必ず J に認定品で色つ击の巧油専用容器を使用してくだ 
ごい。 

•灯迪留器巧のなミ由びかないと温度変化により結露して水びた 
まることびあ0ます。 

■ ドラム生などで、長期間大窒に保管しないで < ださい。 

• お子様の手のとどかない所にな管してください。 


直射曰光、 
雨水び当た 
らず、火気 
のない冷暗 
所へ保管。 


直射曰光、 
雨水の当た 
るべランダ 
など、室が 
の保管。 












5 市販の単二お乾聖池 （4 個）を購入の上、油タンク上面の題 
^ 池ケースに、©©を正しく合わせて入れてください。 



•乾電池は別売です。 

•新しい乾軍池と古い乾輩池、種類の違う乾電池を混ぜて巧用 
しまずと、点火でをなかたり、点火しにくくなったり、あ焉 
れや破裂ずる原因にな0ます。 

•乾題池は、保管巧態などによ0短時間で消耗することがあり 
ます。 

点火しにくい場合は、早めに新しい乾聖池〔単二形乾谭池:4個] 
に交換して < ださし、。 

• 馨冷地では、アルカ I 」乾電池 （ LR 1 4) のご巧用をおずすめし 
ます。 


巧タンクを、体に入れてくだ /\^ 

油タンクの上面の表示ほり印） / 

を参考にして、しん講器の 
上部を持って、油タンクを水 f 
平に保ちなびら体の中に入れ、 

ち（〇)に止まるまで回して:: 

固定してくだごい。 

燃焼筒を、しん調節器の上に正しくセットしてくださし、 
上面板と反射板を、体に取り付けてくださし、。 


-お願し、- 

その他、製品の輸送中に生じたねじのゆるみや、は 
ずれなどがないか調べてください。 


r 変質灯油とは 

) 

( 不純好油とは 


•古い灯油。（ひと夏持ち越した灯油） 

0 

•の■油料がの油（ガソリン、シンナ ー、 

0 

•長期間、曰光の当たる場所や、漏度 C 

天ぶら油、搬械油、重油など） 

びほ 

の高い塌所にな管したけ油。 

んのがしでも混入したな油。 


•容器のふたび開けてあったり、乳白 が —— . 

巧用禁止 

■水やごみが混入した1 灯油。 

( > 

,使用禁止 

色の容器でな管した灯油。 r 京 

) 




: ( 

ノ 


/ 口油むかの \ 

严バ a みつ 

( ^ \ 


( 

油、水、ごみを ク 

み 




V 入れないで ノ 

V ^ 


変質な油 • 不純な油の見がけかた コッフに水を入れ、次に口油を入れて背後に白い紙をあてます。 


水と同じ巧色透明なら正常。 


かしでを色びついていたら使用しなし、。 




0 

使用禁止 


変質のひどいをのは黄色味をおびた0、 
すつ ぱいにおいびします。 

変質好油や不純な油の見分けかたはたい 
へん難しいので、 メーカーの はっさ0し 
ないな油は使用しないでください。 


変質な油や不純打油を使用ずると 

•変質巧油や不純なミ由を憤用しまずと、しんにを里の 
夕ールびたまり、しんの巧端が固くなったり、点义 
しにく<なったり、しんび上下しにくくなったり、 
がび大き くな6なくなったり、激しいにおいびした 
りしまず。 

また、消义時にしんび下びらず乂び消えなくなりまず。 
•水の混入した灯油を使巧しますと、しんび上下しに 
<<なった0、油タンクにな油び残っていてちがが 
ルさくなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびし 
たり、火び消えた0します。 

■ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのび混入 
した巧油を使用しますと、火災の原因になります。 



万一変質な油やす純な油を使った 
とさの処置のしかた 


1 油タンクや油受けざら内の悪いな油を抜定取り、良質の 
I な油で内部を2〜3回洗淨してから良質のな油に入れ醬 
えてください。（悪いなミ由が残っていると再発します。） 

P 13ぺージ [gg 2しんの手入れをずるを参照して、 
しんの巧端の固くなっている部分を、ラジオペンチな 
どで軽くつぶしてか6、しんのか百焼をクリーニング 
をおこなって< ださい。 

〇しんの手入れをおこなってち効果のないとをや、水びを 
U 量に混入している場合は、しんを取り替えてください。 
しんの取替えは、販売店までお問い合わせ< ださい。 


変質を防ぐためな油は翌シーズンに持ち越さないようにしてください。 








給油のしかた 


口油の補給は、油量計が「0」を示す前に給油してください。 


A 警告 


給油は、必ず消乂して、こんろの温度が巧分に下がってからおこなってください。 
燃焼中は絶対に給油しないでください。义災の原因になります。 


A 注意 


給油は、がず乂の気のないところでおこなってください。 

乂災のおそれがあります。こぼれた巧油は、よく巧き取ってください。 



1消乂を確かめる。ド^^ 

必ず消火していることを 
確認してください。 

2撒由□のふたを開け^^^^^^ 

給油口のふたを、左「〇」に回して取りはずしてください。 

3 油 量 計を見なが6給油する。 

•市販の給油ポンプなどで、油至計を見ながら給ミ由して 
<ださい。（ホースび巧けないよ〇にま意しなびら給油 
して < ださい。） 

•灯油は、油星計の r 満」の位置まで給油してくだごい。 
•入れ過ざますと、あ瓦れ出ることがありますので充分 
にま意してください。 

•才ートストツプ付蜜動ポンプを使巧する場合は、ホース 
び油タンクに固定でさないので、おず、ホースが給ミを □ 
から巧けないように手で固定しなびら使用してください。 


4給油口ふたをしっかりしめる。 

給油□ふたを、しっかりしゆてください。 


こぼれた灯油はよくふを取る。 

•こぼれたそ:[油は、お、ずを 

れいにふき取ってくださ _ __ 

し、。油タンクの下まで ： u 

油げこぼれた塌合は、ミ由ホ—^^^ 

タンクを取り出し （ M パ 

-ジ参照)、置ちの上にた Lt^cy 

まっている灯油を巧き取 

つてくだごい。 \ 

义がの原因にな0ます。 

また、燃焼中に臭気を発 

生する原因にをなりま lfJi £ 

* 巧ミ由容器の曲たを、しっ 
かりしめて <ださい。 \\ 



(巧■のぬ H ) 


隔 [irr：= 一 

巧 0 


点乂前の準備と確認 


水平の確認 


•水平な場所で使用してください。 

• こんろは、必ず水平な安定した場所で使用してください。 

•こんろび、頓いていないか、不安をな状態になっていないか、おず腫かめてください。 
こんろを傾いた巧態で使巧しまずと、対漫自動消火禁置び誤作動することびあります。また、 
乾倒しやすく、異常燃焼の原因にな D ます。 


巧震自動消火装置のセット 


(再セットする場合も同じ手順です） 

しん調節つまみを「燃焼」の方向へ回す。 

• しん調節つまみを、 r 燃焼 J の方向（〇)に、ゆっくり止まるまで回してください。 

(対麗自動消义装置び自動的にセットされます。） 

「点火 J の位置まで回しますと着火します。 

•対震自動消火装置をセットするとさには、「カチカチ」と音びして、かし重くなります。 


点火前の確認】 


>燃焼筒のセットを確認する。 

•点火操作をずる前には、がず燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているか、燃焼筒つまみ 
を左ちに2〜3回動かし、スムースに動くことを確かめてください。 

f -お願い- X 

燃焼筒び、しん調節器に正しくセツトされていなかったり、しんの上にのっていると、 
ずずが出て異簡總焼し危険でず。 


•こんろの周囲や置台の上に、こぼれた巧油や、布、紙、マッチなど、可燃物びないことを確認し 

てください。 

可燃物びあると火災のおそれびあ D ます。 



お巧巧つまみ 





1 しん調節つまみを「燃焼」の方向へ 
ゆっ < り回す。 

しん調節つまみを、 r 燃焼 J の方向（〇)に、ゆっくり売を 
に止まるまで回してください。 ===== 二 --二 



2マッチや市販の点乂用ライターで点 
乂する。 

•燃焼筒つまみを持ち上げ、マッチや市販の点义用ライ 
ターなどを使ってしんに火を着けて < ださし、。 

♦たばこ用のライターで点火しないで < ださし、。 
•マッチで点义した場合は、マ \ 

ッチの燃えかずをしん付巧や \ 

器質内に落としたり、置台の 
上に置かないでください。 

事故や火がの原因になりまず。 

な乂用ライタ ^— 

3燃焼筒のセットを確認ずる 

•火が着いたことを確認した5、燃焼筒つまみを左右に 
2〜3回動かし、燃焼筒が正しく調節器にセットされて 
し、るか、しんの上にのっていないかを必ず確かめてく 
ださし、。 

•マッチや点火用ライターで点火したときは、义び着し、 
たことを確認したら、しん調節つまみを少しだけ（点 
乂した火び消えない程度に）消火の方向に回してみて、 
引っかか0びな<スムースにしんが下げられることを 
確認してから、をう一度しんを上げて使用してくださ 
い。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、しんを 
完全に下げてから、点火操作を始めからやり直してく 
ださい。 - _ ___ ^ , 


が焼简つまみ 



1しん調節つまみを「点 X 」の方向へ 
ゆっ <0回ず。 

•しん調節つまみを 、 r 点义 J の方向（〇)に、ゆっくり荒 
全に止まるまで回してくださ 
し、。（しんび上びり点火します。） 

• 点火操作の途中で r ピイー」と言 
ラ巧谭音びしまずび、しん調節 
つまみはそのまま止まるまで回 
して < ださし、。 

2火が着いたことを確認ずる。 

■火び着いたことを確認したら、手をしん調節つまみか 
5ゆっ <0はなして < ださし、。 

■火び着いた後ちしん調節つまみを回しさったままです 
と、乾里池の消耗び早くなります。またカーボンび付 
覆して、点乂し lu くくなる原因 I しなります。 

点火しにくい榻合は 

•点火プラグ付近から白煙び出て点义しにくい場合は、 
しん調節つまみをかし戻してから、再び「点火」の方 
向にゆっ<り止まるまで回ずと点火しやす<な〇ます。 

• 。ぺージの I 点検.手入れ のしかた I しんの修正の項 
ち養おしてください。 

(ゆっ <0操作することびコツです。） 

• しんに夕ールやカーボンが付清したり、煮こぼれ汁び 
かかったり、点火プラグが巧れてくると、点义しにく 
<なりまず。点义プラグの掃除、しんの手入れをおこ 
なってください。 02-13 
ぺージ替照） 

• 乾疆池の題圧び不充分で点 
义しにくい場合は、新しい 
乾輩池〔単二形乾電池4個3 
をご購入のうえ、交換して 
使用してください。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 

点义操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼 

筒び正しくしん調節器にセットされているか、しんの上に 

のつていないかをがず確かめ 

てください。 





- お願し、- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（から焼 
きクリーニング）をしたときは、給油後約1已分总 
上待って、しんに巧分な打油が吸い上げられてか百 
点火してください。充分に吸い上げられていないが 
態で点火しまずと、しんを傷めまず。 


•始めてお使いになるとさは、点火を、器員に付着しているほ 
こりや油げ焼けるにおいがしまずび、しばらくお使いいただ 
ければにおいはなくな D ます。 

•点火後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ I ボッ、ボッ」 
と燃焼旨びしますび、しばらくするとがび安定し、音びしな 
くなります。 


点火のしかた 


使いかた 


使いかた 





炎の調節のしかた 


炎の調節 
炎の状態 


•がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 
• しん調節つまみを回しておを調節するときは、 


のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で使用してください。 


正常燃焼状態は、加熱天板びホ熱し、黄火び出ない状態です。 


しんの上げすざ 

(黄火び大をくでる） 

正常燃焼 

しんの下げずぞ 

(加熱天板び赤熱しない） 

すすや一酸化炭素び多く発生し 

("加熱天板び赤熱し、黄火び出、 

においや一酸化炭素びをく発生 

1ます。 

1ない巧態。 ) 

しまず。 


•点火後、2〜3分程でがび立ち上びってさたとさ、燃焼筒つまみを 
左ちに輕く2〜3回動かしますと、炎が早く安定します。 

• 1日分ほどで炎は全周ほぼそろいますので上図の加熱天板の上に黄 
火が大きく出る巧態（しんの上げすざ）のときや加熱天板び赤熱し 
ない:!犬態（しんの下げすぎ）のとさは、しん調節つまみを回して（し 
んを上げ下げ)《を正常燃焼の状態に調節して < ださい。 


なべや、やかんをのせる場合の注意 


■なべや、やかんをのせたとをには、必ず乂力の調節をしてください。 

なべ等をかけて！〜2分たったら、黄乂が出ないよラに、しん調節つまみを「ニオイセーブ消义 J 
のち向（〇)に回して、しんを下げて調節して<ださい。 

•最大义力のままで、なべや、やかんをのせますと、炎の出る所がなベ寄の底で制限ごれ、乂力び 
余って黄火やすずの出ることびあります。はみ出した炎によりなベなどの取っ手び如熱され、や 
けどや取っ手の焼損の原因になります。 

•搬焼中は、とをどきがを見て、货び出ずぎないよラに調節して<ださい。 

•なべの種類によっては、傾いたり、すべ0やすいちのびあります。不安定な状態では棟用しない 
でください。中華なベなどの底の丸いなべは、必ず鍋の取っ手を持ちなびら使用してくださし、。 
■しんを上げて义力を強くする場合には、炎が一時的にのびて、なべややかんの底にすずがつくこ 
とびありますので、ゆっくりとしんを上げて調節 U てくだごい。 

. -お願い- . 

上面板は、樹脂加工がほどこしてありますから、熱い物をのはたり大きななべをのせ 
て炎が横にのびたりすると、焼けて跡びつきますのでを意してください。 


手あぶりなどの場合の注意 


手あぶりの場合などは、燃焼筒の賣上にうっかり手を差し出したりしてやけどをしないよう巧分にま意してくださし、。 


A 注意 


燃焼中や消乂直後は、高温部、こんろの上面に手などをふ 
れないよラま意してください。 

また、燃焼筒の上部から高温の熱気がでています。手や顔 
などを近づけないでください。やけどのおそれがありまず。 


义力を弱 < する場合のミち意 


乂力を最も弱くした場合でも、力！]熱天板び赤熱した正常燃焼げ態で燃焼してください。义力をあまり弱くして、加熱天板び赤熱し 
ないとろ化で燃焼しますと、こんろ内に熱がこもり、においや一酸化炭素びをく発生し、しんに夕ールび付着したり、こんろのい 
たみを早めたりしまず。 











消火のしかた 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消义してください。消火の都度に巧震自動消火装置を作動させますと、臭気び発 

生しまず。 

•煮こぼれをしないよラにを意してください。しんに煮こぼれ汁び付着すると、しんび下びらなくなったり、巧震自動消乂装置 
び作動してを消义性能び营しく悪くなり、火がの原因にな0ます。 

•こんろを持ち運んだり掃除するとをなどは、しん調節つまみで消火した後、巧震自動消火装置の振り子（感震部）を押し倒して 
巧震自動消火装置を作動させ、しんを下げてからおこなってくだごい。 

•こんろを長い間使用しないとをは、対麗自動消火装置の振0子（感震部）を押し倒して対震自動消火装置を作動させ、しんを下 
げた状態にしておいてください。セツトしたまま巧置しますと、巧震自動消乂装置の寿命に悪影響をあたえます。 


♦巧漂自動消火装置は、こんろ本かが地漂（霞度約 SliU ;) や強い振動、衝擊を受けたとを、义災などの危険を防ぐために自動 
的に消火さはるをを装置でず。 

■地魔によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど異常がな 
いことを確認した後、再点义してください。 


巧震自動消火装置 


しんび下が5ない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることびあ 
りまずので、しんの手入れ （13 ベージを，聞）をおこなラか、新しいしんにで換して 
<ださし、。 


消火後再点乂ずるとをの注意 



消火後、約已分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えをらないうちにしんを上げ 
ると、生ガスび発生し、激しい臭気びでた0、点义しないことびあ0ます。 


水をかけると水蒸気が出たりします。あわててヤケドをしないように、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなど手を保護してからおこなってくださし、。 
また、あとで油タンク内の水の入った巧油を抜き、しん交換び必要です。 


1しん調節つまみを「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっく 
りと回す。 

•しん調節つまみを「ニオイセーブ消义」の方向（〇)に、止まるまでゆっくり回し 
て消火してください。（速<回ずとにおいび出やす<な0ます。） 

■しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消火」の位置にあることを、おず確認してく 
ださし、。 

2消义を確認ずる。 

•火び確実に消えたことを確かめて<ださい。 

■においを少なくするため、3分程度燃焼（がが一部残る）して消火します。消火操作 
後は、义が確実に消えたことを必ず確かめて<ださい。 



巧震自動消乂装置の振り子を巧し倒ず。 

•巧親自動消火装置の振りデ（感惡部）を、押し剧してください。しん調節つまみの目 
即び「真下」にあり、火び消えたことをおず確認してください。 

(このとを急速に消火させるため、がび伸びた0、すすや臭気が発生することびあ0 
まず。） 

•対誤自動消火装置の振り子を倒してをしんび下びらず消火できない場合は、巧展白動 
消火装置の振り子（感留部）を巧し倒しなび6、しん調節つまみを「ニオイセープ消 
火」のち向（〇)に回してしんを下げて<ださい。 

それでをしんび下びらない場合は、火び消えるまで燃やしをってください。 

■時間にを裕びないとをは、燃'焼筒の上に、コップ1杯 （20 □械程度）の水をかけて消乂 
してください。 



使いかた 


10 







感麗卽 


燃焼筒 


しん 


巧巧自動 
消义装置 


点検圍巧 
油タンク 

ほこ0 


油 漏れ 


由こぼれ 
由たま0 
由にじみ 


点検箇戸斤 


点検•手入れのしかた 


点検-手入れのしかた 


、れをおこなラとをは1 


こんろを消火し、本体の温度び充分に下がってからおこなってくださし、。 
手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

巧震自動消乂装置の取りはずし、分稱はおこなわないでくださし、。 


点検巧容 

処置ち法 

• こんろの周ほに可燃物や障害物びありまはんか。 
[火災の原因にな0ます] 

♦常に整理や掃隙をし、可燃物をこんろの周团に置かな 
いで < ださい。 

•油タンク、置台の表面に油びこぼれた0、たま 
つた0、にじんでいませんか。 

[火がの原因になります] 

■こぼれたり、たまったり、にじんだ油はをれいにふさ 
取って < ださし、。 

■油漏れはありまはんか。 

[火災の原因になります] 

•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お貫いホ 
めの販売店に修理依頼をして<ださい。 


_点検内容_ 

■油タンクの中に、水やごみびたまっていません 
か。 

__ [不完全燃焼したり、义び消えてしまいます]_ 

•置台の上などに、ほこりびたまっていませんか。 
油タンクの下の隙間に物び入0こんでいません 
か。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 


•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置 
台をゆすると、巧巧自動消火装置び作動し、そ 
のときしんび下びり、しん調節つまみの目印び 
「真下」位置に戻0ますか。 

[確実に消义することを確認] 


点検の容 


•点火フラグのスバーク音は、「ビイー」と鳴りますか。 
[乾電池の單圧（消耗）点検] 


•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着し 
ていまはんか。 

[異常燃焼の原因になります] 


•しんの先端にタールび付着して、固くなってい 
ませんか。 

• しんに煮こぼれ汁び付着していませんか。 


しんにタールが付着していたり、煮こぼれ汁 
が付雇していると、巧のような不具合が発生 
します。 


•消义操作をしてち、しんが下げらず、消火 
しない。 

• しん上下の操作げ重く、スムースにでをない。 
'■点火操作をしてち、点义しない。 

♦燃焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににお 
いびする。 


• 感震部にごみの付着や鐘は 
ありまはんか。 

■巧震自動消义装置び正し' 
<作動しません 


I 点义プラグが、カーボンやタールで巧れていま 
せんか。 

I 点火プラグぴしんに < い込んでいませんか。 
[点火不良の原因になります] 




_ち法_ 

•給油□ふたをはずして、巿販の給油ポンプなどで、油 
タンクの中の水やごみを吸い出して < ださし、。 

(13 ページ歷 a 参照） 


•油タンクを取りはずし、たまったほこり、 ' 
ごみなどを、電気掃除機で吸い取ったり、 
雑巾などでふき取ってください。 I 


• しん調節つまみの目印び「真下」位置に戻らない場合 
は、しん、感展部の項の点検をしてください。 
•販売店に修理依頼をしてください。 


処置方ミ去 


•音びかすれる場合は亀圧び下びつています。巧しい乾 
霉池に交換してください。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、ずずを取り除き、 
されいに掃隙してください。 


•夕ールび付着している場合は、13ページ nn 2し 
んの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこなっ 
て < ださし、。 

•煮こぼれ汁が付着している堤合は、しんをしん調節器 
からはずし、よ < 乾燥させてからしん調節器に取り付 
けて、しんの手入れをおこなって < ださい。 

/-お願い- X 

• しんの手入れは、風のあたる場巧ではおこな 
ねないでくださし、。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋 
の換気をしてくださレ。 

• しんの手入れをおこなってを効果のない場合 
、は、新しいしんに交換してください。 


•ごみやほこりは、やわらかい巧できれいにふき取って 
<ださい。 

•鐘が多量に発生している場をは、お買いまめの販売店 
に修理を巧頼してください。 


* 点火プラグび巧れているときは、12ページに従って点火 
プラグの掃除をして < ださい。 

•点义プラグがしんにくい込んでいるときは、12ページに 
従ってしんの修正をしてくださし、。 

































__ しんを下げて、巧を調節する。 

巧しい!^んと交換ずる。 

しん調節器からしんをはずし、よく乾燥させてしん調節 
おに巧り付ける。ミ巧タンク巧の水を巧く。 

しんの手入れをずる。効お巧ししんんとな換ずる。 

油タンク巧のけ油を正常な打ミ由に巧換ずる。 

な义してか5おず燃烧筒つまみを持ってをもに吕〜3 
回動かす。 

しん調節器の上面にタールびついていないか、又は燃 
巧筒下部に不揃いびないかを調べる。 

揃いが悪し、ときは販壳店に連おする。 

燃焼商びをおしていないか確かめる。をおしていると 
をは販売店に連経ずる。 



しんに夕ールびつく原因となるので、正常な打油に交換 
する。 


正常なな油に交巧する。 

留 f しいを^也に交換ずる。 

正しく入れ直ず。_ 

コードびはずれているときは正しく差し込む。 

その化は販売店に連経ずる。 

ショートしないよラになおず。 

不明のと刻ま販売度に連経する。 

点火プラグの埋極が破損しているときは販売店に連経 
ずる。 

しんの修正をずる。 

点火プラグを巧除ずる。り2ベージ参照） 


油タンクの下を巧除する。 （14 ぺージ参照） 


• この表 L ソ外の不具合があるとをは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


故障 • 異常の見分けかたと処置方法—修理を依頼される前に- 


点火プラグの掃除 

♦上面板と燃焼筒を取り出し、電池ケースから乾電池を取り出して、マイナスドライバーなどで、 
点义プラグの電極や碍子部分に付着した巧れをおり除いてください。 

♦掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、乾電池を取り付けて正常に点乂す 
るかどラか確認してくださし、。 

♦点火しにくかったり、点火しない場合は、しんの修正をするか、わラー度されいに掃除し直して 
<ださい。 

又、しんの手入れ（から焼きクリーニング）をおこなラと、点火プラグに付着した汚れび取れや 
すくなります。 （13 ぺージ nwi 2しんの手入れをするを参照） 


この部分を讯除する 
〇 \ \ . 


しんの修正 

■燃焼筒を取0出し、しん 
を上げて点乂フラグ近く 
のしんの側面を内側に、 
割り曹などで軽<押さえ 
るよラに撫でて、しんを 
整える。 

♦一度しんを下げてから燃 
焼筒をのせ、点乂してく 
だごい。 


割り善など 


し んに巧がしている 
しんか5潍れている 



♦しんと点义プラグの間をかし哉す 


定期点検のおすずめ (2 シーズン に1回） 

’長期間ご使用になりますと、機器の点横び必要です。 
2年に1回程度、シーズン終了時などに、お買上げ 
店、または修理資格者[(財）曰本石油燃焼機器保 
守協会 （ TE し 03-3499-2928) でおこなう技術 
管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など]の 
いる店などに点検巧頼されることをおすすめしま 
す。 


点検-手入れのしかた 


ま 

ち 

固 

処 


を巧池の消巧び激しい 
义の回りが遅い 
しん上下の巧作びまい 
しんぴ下びらない 



がびかたよる 


お手入れ•保管 
















J 信適合検査合格品はこのマーク 
び貼つてあります。マークの色 
彩は白地にホインクで表示され 
ていまず。 


商品〕ード 11013907 


しんの交換方法-ミ主意内容は、耐熱しんに添付されている取 
扱説明書をお読みください。 


部品交換のしかた 


保管（長期間使用しない場含) 


替えしん、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買いボめの販売店にご相談ください。 

•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓口一廣 I までお問い合わせください。 


しんなどの交換部品は、がずトヨストーブ純正部品脂を部品）を使用してください。 

A 注意純正部品を使用しないと、こんろの性能を損なラばかりでなぐ、故障や予想しない事故が 

発生ずるおそれびありまず。 消义 


部品交換のとをのま意 


♦部品交換される場合は、下記の I 頁目を守り、やけどや感電、けがなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、こんろは消火し、温度び充分に下がるまで待ってください。 

⑥感壁しないよラに、乾聖池は必ず電池ケースからはずしてください。 

感手をけびしないよラに、手袋をはめてくだごい。 


しんの交換のしかた 


燃焼筒の交換のしかた 


適合燃焼筒商品コード 11052506 


燃焼筒が舆化して変形した場合は、お買い求めの販売店、または別紙の 
r お客様相談窓□一廣!までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


•点义ブラグを交換ずるとをは、お買い求めの販売店、または別紙のお客様相談窓口一おまでお問いさわせください< 


乾電池の交換のしかた 


已 -6 ぺージ L 製品の取り出しと部品の萬盾」を彭照して、がず4個とも市販の新しい乾普池〔単二お乾里地〕に交換し、@© 
を正しく装着してください。 


1油タンク内の灯油を巧を取る。 

①油タンクの給油口の曲たをはずし、市販の ^ - 

給油ポンプで油タンク内の'なミ由を抜を取 ^- 

ってくださり。 

感油タンクに水やごみび残ったまま保管す A > 
ると、さびや巧あきの原因になりまず。き l(^^i 
れいな好油ですすざ況いをしてください 。\ 一一/ 

2しんの手入れをする。 （か日焼きクリーニング） 

. -お願い- X 

■しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないでください。 
•しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気をおこなっ 
^てくださし、。 _ 

しんの手入れ（から焼きク I 」ーニング）をして、しんの先端に付着した 
夕ール分を取り除いてください。また、しんに煮こぼれ汁が付着してい 
る場食は、しんをしん調節器からはずしてよく乾燥させてからしん調節 
器に取り付けて、しんの手入れ(から焼きク U - ニング)をしてくださし、。 


•しんの手入れ k 

(から焼きクリーニング)の方法 

•次ぺージ3項のの〜③を参照し 
て、反射板、上面板、燃焼筒をお 
0はずし、しんの先端び固くな 
っている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽 
<つぶしてからおこなってください。 

の前頂1の手|帽で油タンクの灯油を抜さ取って< 

ださい。 

風燃焼筒をしん調節器の上に正しくのせ、上面板、 
反射板を元通りに組付けて < ださい。 

感通常の点火操作をして、正しく燃焼させてくだ 
さし)。 

獲乂力がルさくなったら I しんを一杯に上げて自 
然に消火するまで燃やしをってください。 

•しんの手入れをしてお効果びない場合は、新し 
いしんに交換してくだごい。 


不完全な修理は危険でず。お買い上げの販荒店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了を 
(石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずすめします。 
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巧震自動消火装置（しん降下式) 


約 22.5 時間 


燃焼継続時間 


200 % 


吸上量 


4.9 L 


油タンク容 


2.5 mm 


2.2 己 kW 


85 mm 


0.2 9 L/h 


普通筒しん 

(トヨ耐熱しん第20種) 


類 


約 7.4 kg 


電池点火 

(単二形乾電池4個-別売〕 


しん式-煮げ暖房用（室内用) 


局ご 328 mni (置台を含む) 
幅4日1 mm 奥行451 mm 


石油こんろ 


類 


HH-S237E 


型式の呼び 


13ぺージ [ T 呆暂 1 1 油タンク巧の: n ミ由を抜を取るを参照して、油タンク巧の巧油を抜き取り、電池ケースから乾軍池を取りはずし 
て廃棄してくだごい。 


廃棄ずるとを 


7収納ずる。 

包装箱の上面に表示してある r 包装の巧召」を参照して包装箱にいれ、湿気のかない場所に保管してください。「取扱説明曹」 
と「保証普」も忘れずに大切に保管してください。 

•巧油は、を質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない（巧いをる）ようにしてください。 

* 取りはずした乾單池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力げ残っていれば他の製品に使巧でをますので、再利用され 
ることをおすすゆします。 

乾輩池は、使用せずに放置•格納しておくと、自己放電で窜池能力びほ下します。 


3油タンクを取り出し、体の内部を掃除する。① 

①反射板と上面板を取りはずしてください。 

③燃焼筒を取り出してください。 t 

③しん調節器の上部を持って油タンクを体を左(〇)に回してから、 

持ち上げて取り出してください。 

油タンクを取り出したり、入れるときは、手を滑6はたり、体の內 
側でけびをしないよラに、ゆっくりと'慎重におこなってくだをい。 

® 付着したごみやほこり等による巧れは、きれいにふき取り、水気のない 
よラにして < ださい。 

适)掃除終了後はミ由タンクを、体に入れてください。 

しん調節器の上部を持って、油タンクを水平に保ちなびら体に 
いれ、ち(〇)に止まるまで回して固定してください。 

磨取りはずした部品を元どおりに取り付けてくだごい。 

4乾電池を取りはずず。 

乾里池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてこんろを腐負させることびありまず。 

5巧震自動消乂装置を作動させる。 

対麗自動消火装置の振り子を押して巧悪自動消火装置を作動ごは、しんを下け下 こが態にしてください。 

6各部の点検、掃除をずる。 

① II ページの I 点巧•手入れのしかた I の項目にしたびって、点お、手入れ、掃除をしてくだ女い。 

を)こんろの各部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいをのにち換してくださし、。 

感こんろの巧れは、めれた巧で巧れを落とし、乾いた巧で水気をおり除いてください。 

/ -お願い- N 

高温を湿、直が日光に当たる場所には、保管しないでください。 

鐘び出たり、樹脂部品び変形ずる原因になります。 

































アフターサービス 


保証について 

•添付しておりまず願正書は販売店で所定事頂を記入してお i 度ししますので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してくださし、。 
■保証期間は、お質い上げの日より1年間でず。 

f -お願い- —. 

つぎのよラな原因による故階および事故につさましては、保証の対象となりませんのでご注意ください。 

(1) 変質灯油や不純口油など、また灯油ながの燃料を使用しにための巧障や事故。 

但）ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

巧)純正部品な列のものを使用した0、しんに夕ールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品（乾軍池、しん）のお障。 

(巳）この取扱説明書や、注意書、ラベル類による表示、危険■爸告.注意.お願い事項が守られず、誤った使い方をされた塌 
合の故障や事お。 

•その他詳細のな詔内容については、保証書の記載巧容をご髮ください。 


修理を依頼するとを 


•「巧障.異常の見分けかたと処置方法」（にべージ）に従って、故障原因を調べてくだごい。 

直らないときは、使用を中止し、必ずお買い上げの版売店にお問い合わせください。 

•連絡いたださたい内容は次の通 D です。 

①品名…石油こんろ 
風型式の呼び’‘ -HH-S237E 
③お買い上げ年月曰 
® 故障のげ況（でさるだけ具体的に） 

⑤おなまえ、おところ、雷話番号 

•修理に隙しては、保謡書を提示してください。保証書の規定に従って、販売店び修理ごはていただきます。 

•保罰期間び週ざていてち、幢理すれば使用でさる場合には、ご希望によ0有料で修理ごせていたださます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

補修用性能部品について _^ :~ 

•石ミ由こんろの補修用性能部品（裝品の機能を綿持するために必要な部品）の保有期間は製造巧切0を巨年です。 


故障-修理の際の連絡巧 


アフターヴービスについてねか6ない場合は、お買い上げの販売店、または、別紙のお客様相談な口一お1までお問い合わせく 

ださい。_ 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


( 

型 式 

HH - S 237 E 

お質上げ年月日1 

1 

'N 

年月 曰 

お 買 上げ店名 

\ 

(電話番号） （ ） 一 

-- ノ 


株式会社呈 

本社 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 
于 467-08 己己 TEL 〈0己2〉 822-1 144 
FAX く052〉 822-2742 


1= == f 榜君进れトヨト互は巧遇な巧の一巧としてこの取の战巧*は巧を紙を硬用しています。 

ちがバルブお食を100%巧史货を巧巧 







